
 
 
今年も早いもので1年の締めくくりの時期が近づいてまいりました。 
今年4月より愛康会で勤務させていただき、早9ヶ月、あっという間に日々が過ぎ
ていきます。 
未病から看取りまで医療・介護問わず、「まずはいつでも相談してほしい。できる
ことは当法人で、できないことは地域資源と連携する」を基本に、永続的に地域に
貢献していくことが地域包括ケアシステムにおいて当法人の担う役割です。 
私が担当する地域連携部は、地域の医療・介護資源等との連携窓口である連携課と
居宅介護支援事業所、在宅での生活を支援する訪問診療・栄養・リハビリテーショ
ン、訪問看護ステーション、小規模多機能居宅介護事業所で構成されおり、地域包
括ケアの推進がミッションとなります。 
地域での『生活』を支えるため、医療は「生きる」ための治療を行います。介護は
「活きる」ためのサービスを提供します。地域包括ケアを推進するためには「生き
る」から「活きる」にバトンをつなぐ「連係」ではなく、『生活』を共に支えるつ
ながり「連携」が重要になります。これまで地域連携に携わる中で 医療は介護を 
介護は医療を 互いを知らないことから、つなぐことはできてもつながることがで
きない そんな現状を見てきました。 
ようやく地域の方の『生活』を共に支える法人内のつながりができてきました。そ
のつながりを地域に拡げ、地域の方々と共に安心して楽しく『生活』できる地域づ
くりに取り組んで行きたいと思います。 
当法人の機能と役割を知っていただくため、皆さんのところへお伺いします。その
際は是非、皆さんの機能と役割を教えください。特に私はこの地域初心者、まだ
カーナビがないと目的地にたどり着けません。 
ご指導のほどよろしくお願い致します。 
今年一年間の愛康会の活動にご理解とご協力を頂きありがとう 
ございました。お身体にお気をつけて良き新年をお迎えください。 
 
                地域連携部 部長 柳村 歩 

今年も残りわずかとなりました。みなさん今年はどんな年でしたか？ソフィア病院の連携課では、患者さん、地域のみなさん、

医療福祉機関の方々とのつながりを強化できるように取り組んできました。来年は、さらなる飛躍の年になるように努めてまい

ります。インフルエンザの流行が始まっています。みなさん健康管理に気をつけてよいお年をお迎えしてください！ 

【問い合わせ先】小松ソフィア病院 地域連携部 連携課 広報担当 TEL:0761-22-0751                                                
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院内ＲＥＰＯＲＴ 

臓器移植への理解と協力を求めて活動している腎友会
の方々がソフィア病院に来院されました。 
石川県知事からのメッセージを院長が受け取りました。 

 10月27日(木)  腎友会「命のキャラバン」 来院 

 10月19日(水) 居宅連携セミナー ～事例で学ぶ勉強会～ 

はじめに株式会社クリニコさんから、嚥下障害や補助食品について
講演をいただきました。次に、当院の管理栄養士から訪問栄養指導
の内容や現状についてお話させて頂きました。そのあと、事例を基
にグループワークで意見交換をしました。地域のケマネジャーの
方々、ご参加いただきありがとうございました。 

 10月20日(木) 移乗時の介助方法についての研修会 

当院の理学療法士 内 彩華が講師となり、移乗時の介助方
法について勉強会を行いました。 
実技を通して移乗時のポイントを学ぶことができました。 
 

 10月15日(土) 健康ブースを出店！  

大京株式会社の運動会に、小松ソフィア病院として健
康ブースを出店しました！ 
看護師や理学療法士、栄養士、薬剤師などの専門ス
タッフが参加し、血圧測定、血管年齢測定、足・腕の
筋力測定、健康相談、フットケアなどを行いました。 
当日は、参加者みなさんの健康管理をお手伝いでき良
かったです！ 

 11月16日（水）嘔吐処理研修会 

杏林製薬株式会社の入江智子さん、大橋彩乃さんを
講師としてお迎えし、「ノロウィルスへの備え」と
して勉強会を行いました。嘔吐物の処理方法等を再
確認しました。 

生活を支える地域 連携  Close  up 

 



     ソフィア レシピ no４ 

    ～栄養満点 イワシのハンバーグ～    

＊イワシのハンバーグ＊ 

＜作り方＞ 

（１）Ａの材料に、粗みじんにした蓮根を混ぜ合 

         わせて円形にする。 

（２）フライパンを温め、サラダ油を入れ中火で 

         両面焼く。 

（３）Ｂの調味料を入れ、味を絡めて煮詰める。 

  

＜付け合せ＞ 

お好みで、人参のグラッセ、大根おろし、ネギ焼

きなどを付け合わせに。今回は、余った蓮根をス

ライサーで薄くし、水分をふきとり160度の油で

蓮根チップを作りました。 

 

～ポイント～ 

＊すり身だけでは歯ごたえがないので蓮根を入  
れ、粘らないようにつなぎはパン粉と卵にしました。 
 

イワシは、血液をサラサラにしコレステロールや

中性脂肪を減少させ、ビタミンB群・ビタミンDが豊

富で疲労回復・肌や髪、爪などを健康に保つ効

果があります。 
 

 

理事長が伝える！！ 
  ～ＥＱコミュニケーション能力の大切さ～ 

 11月21日（月）理事長主催の研修会が行
われました。  
 加登病院から引き継がれているスタッフ教
育で、医療従事者の心得としてＥＱコミュニ
ケーション能力について学びました。ＥＱコ
ミュニケーション能力とは「心の知能指数」
と言われていて、自己の感情をコントロール
し、他者の感情の状態を認識し行動すること
を測定した指数のことです。医療人としてこ
のＥＱコミュニケーション能力を高め、患者
さんやご家族にとって気持ちがよい対応がで
きるように職員一同頑張ります。 
 

ソフィア通信をご覧の皆様、こんにちは。 

今回の担当は、放射線技師です。 

主にレントゲン検査やCT検査を行っています。 

 

今年も残すところあとわずかとなりましたね。 

12月を師走と言いますが、この時期は一年の締めくくりということもあり、皆さん

忙しい日々をお過ごしかと思います。当院のスタッフは、12月に限らず忙しいです

が、患者さんのために充実した毎日を送っています。 

  

一般的に仕事に追われ余裕がなくなると、患者さんへの丁寧な対応ができなくなった

りミスをする可能性が高くなります。患者さんに良い医療を提供するためには、医療

スタッフの業務負担軽減をはかることが重要です。 

そのような現場背景もあり、医師の業務負担が少しでも軽減できるように、検査科で

は2つの取り組みを行っています。 

 

1つめの取り組みは、エコー（超音波）検査への業務介入です。 

外来診療と検査の２つの業務を1名の医師で行うのはとてもハードです。 

医師が行っている検査のうち、エコー検査は診療放射線技師も行えます。移転前の加

登病院時代から検査技術の習得に向けた挑戦が始まり、今では循環器内科医に代わっ

て入院患者さんの頸動脈エコー検査を行ったり、下肢静脈エコー検査や消化器内科医

不在時の腹部エコー検査にも対応できるようになりました。 

 

2つめの取り組みは、CT画像診断の補助業務です。 

診療放射線技師は“レントゲンやCTの画像を撮る”だけではありません。 

画像の中から異常を読み取り、その情報を医師に伝えることにより、診療の円滑化を

図ります。また、日々医師と情報を共有し合うことで、より正確な診断をすることに

もつながっていくと考え、日々努力しています。 

 

上記の2点をふまえ、今年度の部署目標を 

「超音波検査業務 および ＣＴ画像診断補助業務の精度向上やレポート作成能力の 

   向上」とし、目標達成を目指しています。 

 

これらの取り組みが、医師の負担軽減につながるとともに、患者さんの利益につなが

れば幸いです。 

放射線技師 三好 陽介   

   ＜材料＞ 2人分  

      

イワシのすり身   1P（150ｇ前後）                      

卵        1/2個             

パン粉    大さじ 1杯          

おろし生姜    少々  

蓮根       1/4本           

サラダ油   大さじ 1/2          

醤油     大さじ 2/3          

みりん    大さじ 2/3                 

料理酒    大さじ 1/2          
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チーム医療における診療放射線技師の取り組み！ 
 


